
Medical and Pharmaceutical Society for WAKAN-YAKU

NII-Electronic Library Service

Medioal 　and 　Pharmaoeutioal 　Sooiety 　for 　WAKAN −YAKU

3P − 10

印度蛇木 と レ セ ル ピ ン の DSS誘発大腸炎

マ ウスに対する影響に つ い て
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【目的】我々 は印度蛇木に より ヒ ト活性化T リ ン パ 球か らの heat　shock 　 protein （HSP ）産生 が

誘導さ れ，標的細胞障害活性が高まる な ど，HSP 誘導活性が免疫反応を修飾する 可能性が示唆 し

て きた
L）

、 そ こ で ， 今回，炎症 に免疫が関与 して い る Dextran　 sulfate 　 sQdium （DSS）誘発大腸

炎マ ウ ス に対して，印度蛇木お よ び そ の 活性成分で あ る レ セ ル ピ ン に つ い て検討を行 っ た の で報告

す る。

【方法】実験動物 は 7週令の BALB ／c 系雌性 マ ウ ス を用 い た。大腸炎マ ウ ス の 作成に は Takizawa

ら方法に従い， 5％ DSS 水溶液を投与開始時よ り実験終 rまで 連日経口投与 して 作成 した 。 印度

蛇木は ウ チ ダ よ り供与 され た もの を用 い た。実験終了後 に，末梢ヘ モ グ ロ ビ ン 濃度を測定 した。ま

た，大腸の 肛門か ら盲腸まで の 組織を取り出し，出血 の 有無を判断し，大腸全体の 長さおよび総重

量 を 測定 した 。 さ らに，HE 染色を行い，大腸炎の炎症強度の点数化を試み た 。

【結果及び考察】印度蛇木生薬 として IOg／kg／dayの 用量 で毎日 ゾ ン デ を用 い で 経 口投与し， また，

そ の 活性成分で あ る レ セ ル ピ ン を 25mg／kgfday の 用量で腹腔内投与 した 。 印度蛇木と レ セ ル ピ ン

は DSS 誘発大腸炎マ ウ ス の 体重減少を 著明 に 抑制 し，大腸炎の 程度も著明 に 改善 し た 。 印度蛇木

お よ び レ セ ル ピ ン は DSS 誘発大腸炎 マ ウ ス の 血中 ヘ モ グ ロ ビ ン 値 の 減少を改善 した。大腸 の 出血

の 有無を判断した結果，印度蛇木および レ セ ル ピは 出血率を著明に抑制し，大腸長さの 短縮 も改善

した 。 印度蛇木お よ び レ セ ル ピ ン に よ り，DSS 誘発大腸炎 モ テ ル マ ウ ス の 体重当りの 脾臓重量 の

増加が有意 に抑制された 。

【結論】今回，DSS に よ り惹起 さ れ た大腸炎ル マ ウ ス に お い て，印度蛇木お よ び レ セ ル ピ に は，

大腸 の 炎症所見を著明 に改善す る効果を有す る こ と が示さ れ た 。
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